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順心病院の理念

「地域医療のために全力をつくす」
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広報紙『きずな』へのご希望・ご意見を
http://www.junshin.or.jp/または
Ｆａｘでお寄せ下さい。

新 任 医 師 の 紹 介

松 井 祥 治
（まつい しょうじ）

日経実力病院調査（2013年度版）で「脳卒中治療、
ワンストップで」でハイブリッド手術室など機能集約
が紹介されました。

●日本外科学会指導医・専門医・認定医
●日本消化器外科学会指導医・専門医・認定医
●日本消化器病学会指導医・専門医・認定医
●近畿外科学会評議員　　●検診マンモグラフィー読影認定医
●日本がん治療認定医
略歴：昭和55年　神戸大学医学部卒、神戸大学病院、兵庫県立
　　　がんセンター、三方原聖隷病院、田畑胃腸病院、加古川
　　　市民病院、兵庫県立柏原病院、甲南加古川病院勤務

　「平成26年４月１日より順心病院外科で勤務しております松井と申します。一昨年10月の新病院開院式の
際にはご招待を受け栗原理事長に院内を案内して頂きその機能性の高さと美しさに関心しましたが、まさか
ここでお世話になるとはその時は思っていませんでした。順心病院は御存じの如く脳外科疾患治療症例数で
軒並み全国ベスト10入りをし、なかんずく脳梗塞治療症例数は全国一を誇っております。また救急車の受け
入れも平成25年度は4,000件を超え、当院のスローガンである「24時間断らない救急医療」は加古川市（東
播地区）の救急体制を支える大きな一翼を担っていますので、今後も脳外科・外科・内科で協力して行きた
いと考えています。また循環器疾患・整形外科的疾患におきましては近隣の病院・医院とのさらなる連携強
化が必要とも考えます。外科には幸い既に消化器疾患・呼吸器疾患・救急医療の専門医が揃っておりますが、
その中で私は幅広く消化器外科手術（肝・胆・膵・食道・胃腸）をやっていこうと思っていますのでよろし
くお願い申し上げます。
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当院のリハビリテーション
　順心病院は「地域医療のために全力をつくす」
という病院理念のもと脳疾患治療に24時間365日
対応しています。脳疾患は機能障害（運動麻痺や
感覚麻痺・食べられないなど）、高次脳機能障害（話
せない、集中できなくなるなど）をはじめとして
生活に必要な能力に障害を生じることが少なくあ
りません。医師や看護師をはじめとする多くのス
タッフの協力のもと、リハビリテーション課とし
て理学療法士12名、作業療法士10名、言語聴覚士
10名の人員により、入院ないし手術後より24時間
以内にリハビリを開始する「早期リハビリテー
ション」に積極的に取り組むように努力していま
す。
　私たちの手足や体幹の筋力は、日々の生活を普
段どおりに継続することで維持できています。と
ころがひとたび、私たちが数日間ベッドの上でお
きることなく寝ていたとすると、当然のことなが
ら、手足の筋力は急速に衰え、関節の動きも固く
なっていきます。これらのことを廃用と呼んでい
ます。「早期リハビリテーション」の効果は、病
気治療や障害のために生じてしまう臥床による廃
用性筋萎縮の防止効果や、二次的な褥創などの合
併症の予防効果などが挙げられ、機能予後の向上、
入院期間の短縮などがあると考えられています。
その具体的な内容には、早期坐位・立位、早期歩
行訓練、摂食・嚥下訓練、日常生活活動訓練など
があります。
　また、平成25年10月より認可にて当院ＳＣＵの
算定が可能となりました。医師・看護師・リハビ
リスタッフにより組織化された多面的リハビリ
テーションを集中的に行うことができ、より早期

から・より濃い内容のリハビリテーションの提供
が可能となっています。
　当院の早期リハビリテーションの特徴のひとつ
に、リハビリテーションルームに設置されている
免荷装置ニューアシストを用いた部分免荷トレッ
ドミル歩行練習が挙げられます。その部分免荷ト
レッドミル歩行練習とは，頭上のハーネスと体幹
ベルトを連結した懸垂装置を用いて体重の一部を
免荷することに加え，転倒を予防した状態で歩行
する歩行練習のことです（写真参照）。かの有名
な長嶋茂雄氏が治療に使った歩行トレーニング機
器といったほうがわかりやすいかもしれません。
その特徴としては、平地歩行が困難な状態であっ
ても早期から歩行練習を促すことができること、
長距離の歩行練習が可能なこと、左右対称な歩行
パターンでの練習が可能なこと、などが報告され
ています。

　もうひとつの特徴として、近年のニューロリハ
ビリテーションのひとつである随意運動介助型電
気刺激装置（IVES)を用いた電気刺激療法が挙げ
られます（写真参照）。これは麻痺筋を動かそう
とした時に生じる微細な筋活動を表面電極により
捉え、その活動量に応じて麻痺筋に電気刺激を与
える（つまり強く伸ばそうとすると強く刺激され
て、弱く伸ばそうとすると弱く刺激される； 患
者さん自身の随意運動により刺激の強度が調節可
能な）特殊な電気刺激装置療法のことです。この
装置は、自分自身の命令により麻痺した筋肉を動
かすこと自体が脳神経再構築をうながす治療にな
ることに基本をおいた概念であります。この基本
理念に基づいて中枢神経の回復過程における脳の
可塑性や神経ネットワークの再構築が期待できる
と考えられています。
　これらの機材や装置を用いながら、これからも
当院のリハビリテーション課は「早期かつ効果的
なリハビリテーションを提供する」ことを理念と
して掲げ、日々のリハビリテーションサービスの
提供に努めていきます。



KTJストロークセミナー

　４月の人事異動で、順心病院の事務長に就任い
たしました大傍晴仁でございます。
　病院は、多くの専門職を含む多職種から成り
立っておりますので、各職種が業務を円滑に遂行
できるよう事務部門として調整を図り、少しでも
お役に立てたらと思っています。
　微力非才の身ではございますが、一職員として、
病院を支えられるよう精一杯頑張りますので、皆
様のご指導とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

新任のご挨拶

事務長
大傍 晴仁

　順心病院様と地域の病院・開業医の先生
方との連携・情報共有を目的に「KTJスト
ロークセミナー」が企画され、数回の世話
人会を経て、2012年11月29日(木)に第１回
が開催されました。第２回セミナーから順
心病院内にて開催しています。写真は第３
回KTJストロークセミナーの模様です。

長谷川　昌　美（長谷川医院・医師）
泉　　　融　子（泉外科医院・医師）
住　吉　孝　雄（住吉医院・医師）
宮　地　陽　吉（宮地医院・医師）
横　山　和　永（横山外科胃腸科医院・医師）
松　野　公　利（松野眼科医院・医師）
沼　田　典　久（沼田クリニック・医師）
中　田　邦　也（中田医院・医師）
田　中　邦　彦（田中泌尿器科・医師）
多　木　純　子（多木クリニック・医師）
庄　瀬　祥　晃（しょうせ脳神経外科クリニック・医師）
早　田　一　則（コスモクリニック・医師）
北　澤　久　也（きたざわ整形外科・医師）
多　木　大　輔（眼科多木医院・医師）
笠　井　弘　也（笠井医院・医師）
安　田　知　行（加古川東市民病院・医師）
中　村　浩　彰（加古川東市民病院・医師）
小　武　道　雄（おだけ内科循環器科・医師）
大　森　伸　哉（大森産婦人科・医師）
吉　栖　一　生（磯病院・医師）
平　井　正　志（フタツカ薬局・薬剤師）
佐　伯　大　河（フタツカ薬局・薬剤師）

セミナー参加者名簿

（順不同・敬称略）

●第１回KTJストロークセミナー

●第２回KTJストロークセミナー

●第３回KTJストロークセミナー

日時：2012年11月29日(木) 20：00～
場所：加古川プラザホテル　２階

日時：2013年７月12日(金) 20：00～
場所：順心病院   ２階 第１会議室

日時：2014年４月18日(金) 20：00～ 
場所：順心病院   ２階 第１会議室

　地域連携室ではこれまでの経験を活かし、相談
に来られた患者様、患者様のご家族一人一人の立
場に立ち、個別性を大切にしながら、入院から退
院まで、また自宅に帰られてからも安心して生活
を送っていただけるように精一杯支援させていた
だきたいと考えております。

竹内　 誠

地域連携室
主任



■交通機関ご利用の方
•山陽電鉄別府駅下車、北へ500ｍ
•JR東加古川駅下車、タクシーで約15分
　東加古川駅前より播磨町行きバスにて壱丁田バス停下車、南へ100ｍ
　※バスの便が少ないのでタクシーをお勧めします

■車をご利用の方
•加古川バイパス加古川東インターを降り南（別府港方面）へ２㎞
　壱丁田交差点を右折し西へ100ｍ
•明姫幹線壱丁田交差点を西へ100ｍ

〒675-0122　兵庫県加古川市別府町別府865-1
TEL 079-437-3555　FAX 079-437-6785医療法人社団 順心会 順心病院

順心病院への交通のご案内

※担当医師により診療時間の変更や休診の場合もありますので、
　あらかじめお電話でご確認ください。

（脳神経外科は随時24時間対応）

受付は開始30分前から終了30分前まで

順心病院診療時間 平成26年５月１日現在

‼
‼
‼

‼ ‼

　救急医療を一緒に頑張っていただける
看護師・看護補助を募集しています。

看護師・看護補助募集

脳卒中の警告サイン

これらの症状が出たら３時間が勝負です

すぐに順心病院へ
順心病院は24時間対応で

「脳卒中のセンター化」を目指しています

脳卒中
５つのトラブル

神経関係の
トラブル

言葉関係の
トラブル

目の
トラブル

協調性の
トラブル

原因の
わからない
トラブル

原因のわからない
突然の強烈な
頭痛など…

突然の歩行
トラブル、
めまい、バランス
または協調性の失調

片目、あるいは
両目の突然の
トラブル

言葉や理解の
突然の混乱

顔、腕、足
 （特に体の左右どちらかの
　突然の麻痺、脱力）

午
前
（
診
療
９
時
〜
12
時
）

月 火 水 木 金 土
脳神経外科
内 科
外 科
循環器内科
大腸肛門外科
呼 吸 器 科
耳鼻咽喉科
皮 膚 科
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月 火 水 木 金 土
脳神経外科
内 科
外 科
循環器内科
呼 吸 器 科
整 形 外 科
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午
後
（
診
療
16
時
〜
19
時
）

午前 9：00～12：00、午後16：00～19：00
（土曜午後・日曜・祝日除く）

http://www.junshin-recruit.jp
☎079-437-3555

（担当：べんの）※休日除く

求人サイトのご案内
順心会

　当院は、敷地内に161台の患者様用駐
車スペースがあります。受診の方は５時
間無料です。ご利用ください。

患者様駐車場のご案内
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